
第
百
三
十
一
號

第
十
二
巻

第
二
冊

ベ
ス
タ
ロ
ツ
チ
・
ー
マ
ご
其
百
』
年
記
念
｝
祭小

　
西

重
　
直

IL）9

　
人
類
敷
化
の
世
界
に
於
け
る
騨
入
こ
も
い
・
は
る
べ
き
ヨ
ハ
ン
・
ハ
イ
ソ
ソ
ソ
ヒ
・
ペ
ス
タ
買
ソ
テ

ー
は
千
七
百
四
十
六
年
一
月
十
二
欝
に
瑞
西
の
チ
ユ
野
ソ
ヒ
に
生
れ
、
千
八
百
二
十
七
年
二
月
十

七
日
ブ
ル
ッ
グ
で
亡
く
な
っ
た
。
　
今
年
は
其
死
後
百
年
目
に
罷
る
の
で
彼
を
生
ん
だ
瑞
西
で
は

相
當
大
規
模
の
記
念
祭
が
行
は
れ
る
筈
で
あ
り
、
其
他
の
往
々
に
於
て
も
夫
々
の
催
が
企
て
ら
れ
、

二
本
に
於
て
も
諸
所
で
記
念
講
演
急
な
ご
が
催
さ
れ
、
國
民
心
育
漿
概
言
で
は
特
に
有
意
義
に
此

を
記
念
せ
ん
ε
書
上
中
で
あ
る
。
又
日
頃
ペ
ス
タ
Ψ
ッ
チ
ー
研
究
に
熟
3
5
な
る
数
名
の
入
々
の

間
に
は
二
二
會
に
継
て
ペ
ス
逆
算
ジ
チ
ー
の
主
な
る
著
書
を
’
邦
文
に
謬
さ
ん
ε
の
計
霊
も
熟
し

て
居
る
機
子
で
あ
る
。
私
は
此
詑
年
祭
が
決
し
て
偶
然
の
も
の
で
な
い
ε
い
ふ
こ
と
を
了
解
せ
ん

　
　
ペ
ス
タ
ロ
ソ
チ
ー
ミ
其
百
年
艶
念
祭
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暫
學
研
究
策
資
三
十
一
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

面
め
に
、
彼
の
生
涯
及
事
業
の
一
端
を
追
懐
し
、
慮
れ
が
世
界
的
に
如
何
な
る
意
義
を
有
す
る
か
に

就
て
所
戴
を
述
べ
て
見
よ
う
ご
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
ハ
　
　
　
　
　
X

　
ペ
ス
タ
ロ
ソ
チ
㌃
は
生
れ
な
が
ら
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
の
所
謂
就
二
型
的
の
入
で
あ
っ
た
ら
う

が
、
其
血
統
や
環
境
濾
出
育
よ
う
の
影
響
も
無
幽
す
る
こ
ご
は
出
來
な
い
。
彼
の
鼻
先
は
北
部
伊

太
利
の
グ
ラ
グ
ェ
ド
ー
ナ
の
住
民
で
あ
っ
淀
が
、
十
三
世
紀
の
絡
う
に
瑞
西
こ
の
國
境
に
近
い
キ

ア
ヅ
干
ン
ナ
に
移
っ
た
。
心
慮
の
町
吏
員
で
あ
っ
た
バ
ォ
ロ
ペ
ス
タ
ロ
ソ
チ
ー
の
孫
に
あ
た
る
ア

ン
ト
ニ
ォ
ベ
ス
脚
質
ソ
チ
！
（
千
五
百
三
十
四
年
生
れ
）
は
熟
烈
な
る
新
敷
信
心
こ
な
り
、
宗
激
上
の

夏
鳶
を
得
ん
が
爲
め
に
瑞
西
の
チ
ユ
ー
ソ
ヒ
に
逃
れ
、
千
五
百
六
十
七
年
に
市
民
擢
を
得
た
と
傳

へ
ら
れ
て
居
る
。

　
ペ
ス
タ
ロ
ソ
チ
喧
の
父
は
外
科
及
眼
科
の
懸
者
で
あ
っ
て
ペ
ス
タ
”
2
チ
ー
の
五
歳
の
時
に

亡
く
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
牧
師
を
父
に
も
て
る
彼
は
品
評
の
方
面
な
ご
に
は
全
く
冷
淡
な
性
質

で
あ
っ
π
ご
い
は
れ
て
居
る
。
父
の
亡
く
な
っ
た
後
は
田
含
育
ち
の
バ
ル
バ
ラ
・
シ
ユ
ミ
ッ
ド
ε

い
ふ
下
妹
が
多
年
ペ
ス
タ
ロ
ソ
チ
；
の
母
を
助
け
て
窮
乏
の
家
政
を
き
り
も
り
し
、
ペ
ス
タ
ロ
ソ

チ
ー
と
其
三
下
妹
の
三
入
の
下
垂
の
激
養
に
カ
を
労
し
た
の
で
あ
る
。
其
信
仰
深
き
忠
實
な
犠
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牲
的
な
女
性
の
眞
劒
さ
が
ペ
ス
タ
ロ
ッ
’
チ
ー
を
痛
く
戚
動
せ
し
め
た
も
の
こ
見
え
、
彼
の
晩
年
の

名
著
「
白
鳥
の
歌
』
に
於
て
彼
女
に
博
し
て
心
か
ら
な
る
威
謝
の
言
葉
を
捧
げ
て
居
る
。

　
ま
た
ペ
ス
タ
ロ
ソ
チ
ー
は
幼
少
の
頃
に
時
々
、
チ
ュ
ー
ジ
ヒ
附
近
の
田
含
の
牧
師
で
あ
っ
た
其

耐
湿
の
家
を
訪
れ
、
時
に
は
耐
父
に
件
は
れ
て
不
幸
な
人
々
を
慰
問
し
た
り
、
其
零
時
の
學
稜
生
活

の
す
さ
ま
し
い
有
様
な
ご
も
見
聞
し
、
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
も
就
會
の
色
々
の
方
面
に
予
て
改
善
を

要
す
る
も
の
が
あ
る
こ
い
ふ
暗
示
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
殊
に
チ
ュ
ー
ジ
ヒ
平
門
學
稜
で
歴
吏

法
律
、
及
文
學
を
激
罪
し
て
居
っ
た
ボ
ー
ド
マ
ー
や
古
典
の
激
師
で
あ
っ
た
ブ
ラ
イ
チ
ン
ガ
ー
は

當
時
に
於
け
る
「
流
の
學
者
で
あ
っ
た
許
う
で
は
な
く
、
實
に
憂
國
の
志
士
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

若
き
ペ
ス
タ
饗
ソ
テ
ー
は
此
等
の
入
々
か
ら
殆
ん
ご
決
定
的
の
戚
化
を
受
け
元
の
で
あ
っ
た
。
脚

學
の
激
授
で
あ
っ
た
チ
ソ
マ
ー
マ
ン
は
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
ー
が
此
南
至
に
入
画
す
る
以
前
に
他
へ

轄
じ
た
の
で
あ
る
が
、
此
入
が
學
稜
生
活
に
残
し
た
入
学
的
温
か
味
も
ま
元
ペ
ス
タ
ロ
ソ
チ
ー
を

初
め
若
き
人
々
の
心
の
糧
ε
な
っ
た
。
此
熱
時
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
ー
は
ま
た
ル
ソ
ー
の
エ
ミ
ー
ル

を
も
厚
み
、
容
易
に
實
現
さ
る
べ
し
ご
も
思
は
れ
な
い
七
分
の
夢
の
や
う
な
理
想
は
同
機
に
實
行

の
困
難
な
ル
ソ
ー
の
夢
の
や
う
な
書
物
に
よ
り
て
大
な
る
激
動
を
戚
じ
さ
せ
ら
れ
た
ビ
言
っ
た

程
に
エ
ミ
ー
ル
の
中
に
人
聞
激
化
の
革
新
的
意
味
を
見
田
だ
し
た
の
で
あ
る
。
併
し
ル
ソ
ー
の

　
　
ペ
ス
タ
ロ
ソ
チ
ー
定
興
百
年
艶
念
祭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
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糎
學
研
究
策
百
三
十
一
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閥

敷
要
論
は
中
等
就
會
以
上
の
人
を
旨
指
し
た
の
で
あ
る
が
、
ペ
ス
タ
鷲
ソ
テ
ー
は
常
に
下
暦
の
入

相
の
救
濟
に
専
念
し
た
の
で
あ
る
。
而
か
も
彼
は
如
何
な
る
方
法
に
よ
り
て
無
目
的
を
達
す
べ

き
や
に
就
て
は
色
々
ご
迷
の
経
験
を
な
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
唐
楓
で
の
説
激
に
失
敗
し
た
彼
は
牧
師
た
る
こ
ε
を
断
念
し
淀
。
法
律
の
研
究
も
試
み
た
が
、

彼
の
熱
情
的
な
山
行
的
志
念
ご
一
致
し
な
か
っ
た
。
途
に
彼
は
二
十
三
歳
の
隣
に
、
生
涯
の
間
彼

の
事
業
の
内
助
者
ご
な
っ
た
妻
の
ア
ン
ナ
ε
共
に
農
園
の
開
拓
を
試
み
、
農
民
に
塾
し
て
農
事
改

良
の
範
を
示
さ
ん
と
し
た
が
、
不
幸
に
し
て
失
敗
に
絡
つ
た
。
次
で
貧
児
院
を
起
し
元
が
、
こ
れ
も

成
功
し
な
か
っ
た
。
　
経
濟
醜
に
は
非
常
に
困
難
な
境
遇
に
陥
り
、
世
間
的
に
は
事
業
の
失
敗
者
こ

し
て
嘲
笑
さ
る
、
に
至
っ
た
彼
は
其
後
十
七
入
年
の
問
は
圭
ε
し
て
論
文
や
著
述
に
よ
り
て
「

面
に
は
爲
政
者
の
反
省
を
捉
か
し
、
他
面
に
は
民
衆
の
精
血
内
面
に
新
生
命
を
吹
き
迦
さ
ん
ご
し

た
。
隠
者
の
夕
暮
や
、
寓
話
集
や
、
人
類
饗
展
に
於
け
る
窃
然
の
過
程
に
驕
す
る
研
究
な
ざ
皆
此
頃

の
産
物
で
あ
る
。
殊
に
千
七
百
入
十
一
年
よ
う
六
年
間
に
亙
り
て
公
に
さ
れ
だ
榛
名
砦
激
育
小

説
「
ソ
エ
ン
ハ
ル
ド
及
ゲ
ル
ッ
ル
ー
1
3
」
に
よ
・
9
て
彼
は
初
め
て
…
世
心
刀
的
に
認
め
ら
れ
ベ
ル
ン
の
経

書
協
會
の
如
き
は
メ
ダ
ル
や
威
謝
状
を
賠
っ
て
彼
を
表
彰
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
何
時
ま
で
も
言
論
や
著
作
の
み
に
没
頭
す
る
に
は
彼
は
徐
り
に
情
熟
的
で
あ
っ
た
。
實
際
上
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の
仕
事
な
く
し
て
は
生
き
ら
れ
な
い
人
で
あ
っ
た
。
「
學
校
、
の
一
先
生
た
ら
ん
」
こ
の
彼
の
熟
望
は

瑞
西
新
政
府
の
交
部
大
臣
ス
タ
ッ
フ
ェ
ル
の
カ
に
よ
り
て
達
せ
ら
る
、
こ
ご
に
な
っ
た
。
ス
タ
ッ

フ
ェ
ル
は
曾
て
濁
逸
の
大
鷲
に
學
び
カ
ン
ト
に
も
私
淑
し
、
後
べ
川
ン
の
専
門
學
校
に
於
け
る
帥

學
及
下
話
の
敷
授
ビ
な
り
、
新
政
府
の
樹
立
に
際
し
文
部
大
匝
に
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
が
、
彼
は
實

に
ペ
ス
タ
買
ソ
テ
ー
の
友
入
ご
し
て
最
も
よ
く
彼
を
理
解
せ
る
一
人
で
あ
っ
た
。
　
彼
は
ペ
ス
タ

ロ
ソ
チ
重
に
ス
．
タ
ン
ッ
に
於
け
る
軍
畑
激
育
の
仕
事
を
提
供
し
，
ペ
ス
タ
ロ
ソ
チ
ー
は
魚
が
水
を

得
た
や
う
な
心
持
で
欣
然
ご
し
て
此
を
快
諾
し
、
数
ヶ
月
の
間
入
下
名
許
り
の
不
幸
な
貧
し
き
孤

兜
の
爲
め
に
父
母
ご
な
う
激
師
ご
な
b
、
適
者
ざ
な
り
、
召
使
ご
ま
で
な
り
、
自
分
が
ま
だ
生
き
て
居

る
の
は
不
思
議
で
あ
る
8
言
ふ
に
至
っ
た
程
極
度
に
心
身
の
疲
勢
を
応
じ
た
が
併
し
ま
た
彼
は

實
に
此
孤
兇
激
養
に
よ
り
て
激
育
に
醤
す
る
堅
き
宮
信
を
得
，
其
紳
聖
な
る
味
を
装
着
す
る
の
機

會
を
與
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
實
に
五
十
二
歳
の
時
で
あ
っ
た
。
其
後
ブ
ル
グ
ド
ル
フ
や

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
ブ
ク
ぜ
事
等
に
於
て
農
民
の
子
供
に
新
激
育
を
施
し
、
更
ら
に
最
後
に
イ
ヴ
ェ
ル
ド

ン
に
新
標
稜
を
側
面
し
、
二
十
年
の
長
き
に
亘
り
て
其
抱
負
を
實
行
し
、
人
格
ご
激
育
思
想
ε
に
於

て
世
界
の
単
二
に
決
定
的
革
新
を
與
へ
激
育
界
の
新
紀
元
を
劃
す
る
に
至
っ
た
。
彼
は
千
入
百

二
十
五
年
七
十
九
歳
に
し
て
最
初
農
事
改
良
の
企
蚕
を
な
せ
る
ノ
エ
ホ
ー
プ
に
隠
退
し
「
私
の
生

　
　
ベ
ス
タ
ロ
ソ
チ
ー
定
凱
ハ
百
年
艶
念
祭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
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聯
ロ
學
研
究
　
第
百
三
十
叫
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

涯
の
運
命
」
や
「
自
鳥
の
歌
」
を
公
に
し
八
十
一
歳
に
し
て
世
を
去
つ
だ
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
X
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
×

　
彼
は
其
激
育
論
に
於
て
、
叉
其
馬
蹄
の
實
際
に
撃
て
常
に
馬
櫛
的
滋
徳
の
基
礎
に
立
ち
、
而
か
も

頭
ご
胸
ご
手
の
働
の
調
和
せ
る
人
間
性
の
激
養
を
目
標
こ
し
て
居
っ
た
の
で
あ
る
が
、
彼
自
身
の

入
格
は
其
思
想
の
具
膿
化
で
あ
り
、
其
思
想
は
人
格
其
も
の
、
表
現
で
あ
る
。
全
集
十
二
巻
六
千

頁
の
中
に
表
は
れ
た
る
思
想
は
實
に
彼
の
生
命
の
躍
動
で
あ
る
。
　
千
八
百
○
早
年
に
ス
タ
ジ
フ

ェ
ル
に
宛
て
た
書
簡
の
中
に
「
愛
は
箕
實
に
し
て
、
而
か
も
手
字
架
を
恐
れ
ざ
る
時
に
紳
の
や
う
な

力
を
登
揮
す
べ
し
」
ご
言
っ
て
居
る
が
、
彼
の
　
生
涯
は
實
に
斯
様
な
意
味
で
の
人
類
愛
に
貫
か
れ
．

魁
會
改
良
の
錘
重
的
試
に
於
て
、
下
愚
新
母
校
経
管
上
の
過
程
に
於
て
、
彼
は
實
に
幾
度
こ
な
く
生

き
な
が
ら
十
字
架
上
の
人
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
而
か
も
人
問
救
濟
の
一
念
は
彼
を
し
て
此
十

字
架
上
に
希
望
ご
安
息
ご
を
味
得
せ
し
め
だ
の
で
あ
っ
た
。

　
彼
が
九
歳
の
璽
で
あ
っ
た
。
証
本
で
の
諜
業
中
突
然
大
地
震
が
あ
っ
て
漱
師
も
生
徒
も
書
物

を
手
に
取
る
暇
も
な
く
皆
我
先
き
に
と
戸
外
に
逃
れ
霞
た
。
彼
等
は
残
し
置
い
た
激
科
書
を
持

ち
出
だ
す
爲
め
に
再
び
激
室
に
入
る
勇
氣
も
な
く
、
目
頃
大
膿
さ
ご
親
切
さ
ご
に
於
て
敬
愛
せ
る

ペ
ス
秀
峰
ッ
チ
ー
に
此
を
頼
、
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
激
室
の
震
動
が
爾
ほ
止
ま
な
い
の
に
悠
然
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こ
し
て
激
室
に
入
b
友
達
の
爲
め
に
激
暑
書
等
を
取
り
出
し
た
ご
い
ふ
逸
話
が
あ
る
が
、
こ
れ
は

實
に
ペ
ス
上
田
ッ
チ
ー
の
全
生
涯
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
Q
手
入
百
四
十
⊥
ハ
年
誕
生
百
年
記
念

祭
の
場
合
に
新
に
建
立
さ
れ
た
墓
碑
の
銘
に
「
凡
て
を
入
の
重
め
に
、
何
事
も
自
己
の
爲
に
せ
か
」
ε

彫
ま
れ
居
る
が
、
此
一
句
は
ま
こ
ご
に
彼
の
一
生
を
貫
く
所
の
精
棘
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
×

　
新
亡
妻
イ
ヅ
ェ
ル
ド
ン
に
於
て
は
一
時
各
階
よ
り
の
見
學
者
は
三
十
除
名
に
も
達
し
π
こ
ご

が
あ
る
。
殊
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
爲
め
に
殆
ん
ご
致
命
傷
を
受
け
淀
濁
逸
は
其
復
興
の
カ
ご
し
て

激
育
の
必
要
を
痛
蔵
し
、
ブ
イ
ヒ
グ
は
ペ
ス
タ
ロ
ソ
チ
ー
の
激
育
意
見
に
戚
面
し
て
國
民
激
育
の

普
及
ご
密
々
糟
…
紳
の
革
新
を
叫
び
、
ウ
イ
ル
へ
川
ム
三
世
及
皇
后
ル
イ
ぜ
も
ペ
ス
タ
ロ
ソ
チ
ー
の

新
紙
育
に
共
鳴
す
る
所
あ
り
、
殊
に
ル
イ
ぜ
の
如
き
は
「
ヲ
エ
ン
ハ
ル
ー
3
及
ゲ
ル
ッ
ル
ー
ド
㎏
を
護
み

人
類
の
救
濟
主
こ
し
て
の
著
者
ペ
ス
タ
ロ
ソ
チ
ー
に
戚
謝
の
握
手
を
捧
げ
た
い
ご
ま
で
其
日
記

の
中
に
記
し
た
「
ご
言
は
れ
て
あ
る
。
　
ペ
ス
タ
ロ
ソ
チ
ー
在
世
中
に
出
版
せ
る
全
集
（
千
入
百
十
九

年
よ
り
千
入
百
二
十
山
ハ
年
に
亘
・
9
欝
版
、
山
県
古
癖
…
谷
大
官
に
所
｛
城
）
も
経
濟
的
に
ウ
ィ
ル
　
ヘ
　
ル
ム
一
ご

世
其
他
よ
り
援
助
を
受
け
た
の
で
あ
っ
た
。
又
王
は
戦
後
財
政
窮
乏
の
際
に
も
拘
ら
す
、
私
財
を

投
じ
て
留
學
生
を
ベ
ス
タ
η
ヅ
チ
竃
の
許
に
邊
り
、
此
等
の
留
學
生
や
私
費
研
究
の
人
達
が
濁
逸

　
　
ベ
ス
タ
ロ
ジ
チ
！
ぜ
猛
ハ
胃
H
年
艶
…
念
祭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
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に
繰
り
敷
育
界
の
要
路
に
働
き
是
に
皇
民
敷
育
の
基
礎
が
築
か
れ
濁
逸
復
興
の
精
帥
的
原
動
力

が
培
は
れ
た
の
で
あ
る
Q
其
後
一
時
ペ
ス
タ
Ψ
シ
チ
ー
主
義
が
虚
血
さ
れ
厘
迫
を
受
け
た
こ
ご

も
あ
っ
π
が
、
幸
に
デ
イ
ス
プ
ル
ヅ
イ
ヒ
の
如
き
熟
血
的
激
育
者
の
主
唱
に
よ
り
生
誕
百
年
祭
も

行
は
れ
其
々
育
精
密
は
再
び
復
活
し
、
ザ
イ
フ
ァ
ル
ト
の
如
き
は
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
盲
全
集
を
登
行

せ
る
の
み
な
ら
す
、
千
入
百
九
十
六
年
よ
り
雑
誌
「
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
；
研
究
」
を
登
而
し
て
學
界
に
多

大
の
貢
献
を
な
し
、
又
ナ
ト
ル
プ
な
ざ
の
べ
ス
タ
ロ
ソ
チ
ー
研
究
に
よ
り
て
、
彼
の
帝
業
精
紳
が
盆

其
意
義
を
深
め
ら
れ
つ
、
あ
る
の
で
あ
る
。

　
佛
國
に
て
は
ジ
ュ
リ
ア
ン
、
シ
ヤ
ヴ
ア
ン
ヌ
、
ノ
イ
ン
・
ド
・
ビ
ラ
ン
、
．
埣
ー
フ
、
ド
・
ガ
ン
な
ご
の
カ
に

よ
り
て
ペ
ス
八
重
ッ
チ
董
主
義
が
紹
介
さ
れ
、
英
國
に
於
て
は
グ
ソ
奮
ヅ
ス
の
主
張
に
よ
り
て
此

新
敏
育
が
植
付
け
ら
れ
た
。

　
米
國
に
於
て
は
初
め
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
ー
を
招
か
ん
ご
し
た
が
、
ペ
ス
タ
ロ
ソ
チ
ー
は
其
門
入
ネ

盲
フ
を
推
薦
し
た
Q
ネ
皆
フ
は
ク
エ
ー
カ
ー
の
信
者
で
あ
っ
た
ペ
ン
に
よ
り
て
開
拓
創
設
さ
れ

た
同
胞
愛
の
都
な
る
非
府
に
於
て
初
め
て
ペ
ス
タ
Ψ
ソ
テ
ー
の
教
育
精
騨
を
實
諭
し
，
其
後
ボ
レ

ー
ス
・
マ
ン
や
、
バ
ー
ナ
ー
ド
や
、
オ
ル
コ
ソ
ト
な
ざ
の
底
力
に
よ
う
て
米
國
の
國
民
敷
育
の
中
心
精

薄
は
十
九
世
紀
初
孚
期
に
於
て
全
く
ペ
ス
タ
ロ
ソ
チ
ー
の
澱
育
主
義
に
よ
り
て
其
基
礎
を
確
立
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す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
σ

　
日
本
も
明
治
十
年
頃
に
米
國
の
油
鼠
思
潮
を
益
し
て
ペ
ス
タ
ロ
ソ
チ
ー
の
激
育
精
神
が
多
少

紹
介
さ
れ
、
最
下
ご
し
て
は
明
治
二
十
年
に
ベ
ー
ン
の
ベ
ス
タ
ロ
ッ
チ
重
研
究
が
山
縣
悌
三
郎
氏

の
課
述
に
よ
り
て
紹
介
さ
れ
、
明
治
三
十
年
に
は
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
婁
誕
生
百
五
十
年
の
記
念
に
際

し
澤
柳
博
士
の
ペ
ス
タ
ロ
ソ
チ
ー
研
究
が
出
版
さ
れ
π
Q
其
後
ペ
ヌ
タ
ロ
ソ
チ
ー
に
下
す
る
著
書

が
約
十
九
種
に
及
ん
で
居
る
。
（
ペ
ス
タ
ロ
ソ
チ
ー
に
復
れ
！
大
正
十
五
年
京
都
崇
仁
小
學
校
獲
行

墾
照
）
殊
に
大
正
十
一
年
以
來
登
行
さ
れ
っ
、
あ
る
雑
誌
「
渾
沌
」
は
ペ
ス
出
子
ッ
チ
竃
研
究
を
其
主

な
る
任
務
ご
な
し
毎
號
三
盆
な
る
記
事
を
掲
載
し
て
居
る
。
　
日
本
の
殺
育
界
に
於
て
も
ペ
ス
タ

ロ
ソ
チ
ー
の
激
育
精
管
が
少
な
か
ら
ざ
る
カ
を
有
し
居
る
こ
ご
は
喜
ぶ
べ
き
現
象
で
あ
る
と
言

は
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
斯
く
て
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
ー
の
激
育
精
憩
は
殆
ん
ざ
世
界
の
國
民
激
育
の
地
盤
を
築
き
、
入
類
文

化
の
進
展
の
上
に
、
三
家
魁
會
の
雨
露
の
上
に
永
遠
の
生
命
を
吹
き
入
れ
「
彼
は
瑞
西
の
下
暦
の
民

衆
を
救
は
ん
ε
し
て
人
類
学
膿
の
救
主
ご
な
っ
た
－
…
…
」
ε
フ
ィ
ヒ
テ
が
彼
れ
に
捧
げ
た
讃
僻

は
世
界
的
に
永
遽
に
首
肯
さ
る
、
こ
ご
、
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
×

　
　
ペ
ス
タ
冒
ツ
’
千
ー
ミ
其
百
年
記
念
祭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
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哲
學
研
究
第
百
三
十
一
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
凸
．
、

　
耐
會
の
改
良
敷
化
の
方
面
に
於
て
、
學
校
に
於
け
る
平
準
育
の
提
唱
及
實
行
の
方
面
に
於
て
、
叉

敷
育
激
化
の
思
想
に
於
て
彼
は
實
に
吾
々
に
憧
撮
と
研
究
の
盤
き
ざ
る
泉
を
残
し
た
の
で
あ
る
。

チ
ュ
ー
リ
ヒ
や
大
伯
林
の
シ
ヤ
ー
ロ
ソ
ク
ン
ブ
ル
グ
や
、
ド
ン
ス
デ
ン
な
ざ
に
は
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ

ξ
ε
い
ふ
町
名
も
あ
り
、
ブ
レ
ス
ラ
ウ
に
は
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
三
々
民
學
校
ご
じ
ふ
の
も
あ
り
、
覚
ハ
他

敷
育
者
の
遺
子
救
濟
會
な
ざ
に
べ
ス
タ
ロ
ソ
チ
！
會
な
ご
ご
い
ふ
の
も
あ
る
。
此
等
は
皆
彼
の

精
興
に
養
す
る
二
二
憧
憬
の
象
徴
で
あ
る
。
チ
ュ
ー
リ
ヒ
に
は
ペ
ス
タ
η
ソ
テ
ー
激
育
博
物
館
あ

り
藩
中
に
ま
た
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
ー
研
究
會
も
附
設
さ
れ
時
々
有
盆
な
る
研
究
を
獲
表
し
て
居
る
。

又
導
入
百
九
十
六
年
生
誕
百
五
十
年
祭
の
記
念
事
業
ご
し
て
同
市
に
於
て
は
ペ
ス
タ
ロ
ソ
チ
ー

協
會
が
創
立
さ
れ
ペ
ス
タ
腿
ッ
チ
ー
の
画
幅
に
從
ひ
圖
書
館
、
講
演
會
、
音
樂
會
、
演
劇
等
に
よ
り
て

國
丁
年
化
の
促
進
を
カ
め
て
居
る
Q
叉
一
般
に
世
界
を
通
じ
て
ペ
ス
タ
ロ
ソ
チ
ー
に
關
す
る
研

究
も
相
當
に
行
は
れ
て
居
る
。
試
み
に
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ペ
ス
タ
ロ
ソ
チ
ー
丈
献
研
究
「
三
懇
約
千

六
百
頁
）
に
就
て
此
を
調
べ
て
見
る
ご
、
濁
逸
や
瑞
西
を
中
心
に
、
英
佛
…
米
等
に
於
け
る
主
な
る
研
究

を
も
加
へ
大
凡
次
の
標
な
数
字
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
第
噛
、
ペ
ス
タ
ロ
ソ
チ
…
の
敷
育
教
化
の
思
想
に
關
す
る
研
究

　
　
一
、
理
論
的
基
礎
に
關
す
ろ
も
の
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千
入
百
九
十
入
年
迄
、
約
三
十
六
種

　
　
二
、
教
授
の
方
法
に
關
す
う
も
の

　
　
　
　
千
九
百
二
年
迄
、
約
九
十
五
種

　
　
三
、
入
類
教
化
に
關
す
る
も
の

　
　
　
　
千
九
百
三
館
虚
池
、
約
五
十
山
ハ
種

　
　
四
、
各
科
敏
授
へ
の
鷹
…
用
に
．
㎜
驕
す
る
も
の

　
　
　
　
千
九
百
年
迄
、
約
百
↑
二
十
山
ハ
種

　
　
五
、
學
校
へ
の
磨
田
川
に
闘
脚
す
る
も
の

　
　
　
　
イ
†
九
｝
日
二
年
迄
、
約
M
臼
五
十
山
ハ
種

　
　
六
、
ペ
ス
タ
ロ
ツ
チ
ー
定
他
の
人
ミ
の
比
較
に
關
す
う
も
の

　
　
　
　
千
入
百
九
十
九
無
迄
、
約
百
四
十
七
種

第
二
、
ペ
ス
タ
ロ
ツ
ー
チ
の
傳
翻
に
關
す
る
も
の

　
　
叫
、
生
涯
の
徳
詑
に
關
ず
ろ
も
の

　
　
　
　
千
九
百
年
迄
　
約
百
四
十
五
種

　
　
二
、
傳
認
の
一
節
に
關
す
る
も
の

　
　
　
　
千
入
百
九
十
七
年
迄
　
約
百
二
十
三
頼

第
三
、
ペ
ス
タ
ロ
ソ
チ
ー
の
關
係
者
に
關
す
う
も
の

　
　
　
　
千
九
百
三
年
箔
、
約
百
七
十
四
種

　
　
ベ
ス
タ
ロ
ツ
チ
ー
ミ
其
百
年
認
念
祭

二
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哲
學
研
究
第
百
三
十
…
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二

　
以
上
に
暴
げ
た
も
の
、
み
に
就
て
見
て
も
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
ー
に
饗
す
る
研
究
が
色
々
の
形
に

於
て
已
に
千
種
以
上
に
な
っ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
人
間
が
激
育
敢
化
に
逃
亡
を
有
す
る
間
は
ペ

ス
タ
ロ
ぞ
チ
ー
に
關
す
る
研
究
は
永
遠
に
墨
き
ざ
る
こ
ご
で
あ
ら
う
。
　
蓋
し
憧
憬
な
く
し
て
研

究
は
起
り
難
く
、
研
究
な
く
し
て
は
憧
憬
は
意
昧
付
け
ら
れ
な
い
。
吾
々
は
ペ
ス
タ
ロ
ソ
チ
・
竃
の

波
後
百
年
が
世
界
的
に
記
念
．
さ
る
、
に
當
b
、
其
生
涯
の
事
業
に
醤
し
て
戚
謝
の
念
を
新
に
す
る

ご
共
に
、
其
人
格
や
思
想
に
謝
し
憧
憬
ご
研
究
の
情
念
を
深
め
、
更
ら
に
蝶
類
向
上
の
第
一
義
こ
し

て
の
厳
育
激
化
の
意
識
が
一
段
強
め
ら
れ
、
其
具
知
的
…
進
展
を
促
が
す
に
至
ら
ん
こ
と
を
切
望
す

る
も
の
で
あ
る
。


